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[HP] https://ohnuma.hitachi-community.jp/center/

日 時 10 月 23 日（木）午前 9 時～午後 3 時

（最終受付：午後２時３０分迄）

場 所 大沼交流センター 玄関前

今年の夏も、厳しい暑さが続いています。

熱中症対策として、東金沢体育館にスポットクーラー2 台を

体育館中央(南側と北側)に設置しました。

スポーツやレクリエーションの合間に、ひと息ついてクール

ダウンできるようになりました。

こまめな休憩やこまめな水分・塩分の補給もお忘れなく、

無理のない範囲で体育館をご利用ください。

体育館ご利用の際に、体調

がすぐれない、気分が悪く

なったときは、すぐに近く

のスタッフまたは窓口まで

お知らせください。

の中には、鉄、銅、アル

ミ等の他に希少金属（レアメタル）が含まれて

おり、資源の少ない日本にとって小型家電は資

源を確保する重要な方法です。

【自主グループ】 （卓球）

毎月 第１～ 第４ 水曜日 9：00～12：00

会費：年 1,000 円 募集人員：５人

代表者：加藤 和江

申込先：☎ 090-5205-9133

グループ紹介

初心者大歓迎です。

などのバイオマス資源を原料とする

持続可能な航空燃料です。家庭の使い終わった

食用油が飛行機を飛ばすための貴重な資源（燃

料）となります。

夏休み期間中、大沼交流センターでは、

小学生以下の子どもたちを対象に「図書

まつり」を行いました。

今年の図書まつりでは、子どもたちの読書離れをなく

し、本との触れ合いのきっかけにしたい という思い

から、スタンプラリーを開催しました。子どもたちは本

を借りるごとに スタンプ をもらい、スタンプを

3つ集めてくじを引きました。くじの景品は図書カ

ードでした。秋に新しい本を見つけてくださいね。

期間中は38人の子どもたちが参加しました。

子どもたちからは、「また本を借りたい！」「くじを引

くのが楽しかった」といった声が聞けました。

これからも大沼交流センターは、子どもたちが気軽に

本と出会える図書室として、様々な工夫を続けてまい

ります。ご参加してくださった皆さん、

ありがとうございました。

また、図書についてご希望ございま

したらお気軽にご提案ください～

～ゴミでなく資源へ～

私たちの暮らしの中から出る「ゴミ」の中には再利用でき

る大切な「資源」がたくさんあります。

大沼交流センターでは SDGs の視点から「ゴミを減らし、

資源として生かす」市の活動に協力しています。

使用済み小型家電 や 廃食用油など私たちの小さな行動の

積み重ねが、未来の地球を守ることにつながります。

「捨てる」から「活かす」へ。みなさんも資源回収にぜひ

ご協力ください。

廃食用油

使用済み小型家電

SDGsを学ぼうSDGsを学ぼう
新グループ紹介新グループ紹介

出張刃物研ぎ出張刃物研ぎ

～ 令和 7 年度 発足しました ～
№  グループ名 曜日   活動週 募集

1 大沼わくわくウクレレ俱楽部 水 1,3 13:00 ～ 15:00 ○

2 Ukulele Club（ｳｸﾚﾚｸﾗﾌﾞ） 水 1,3 9:30 ～ 12:30 ○

3 民謡　鶯楓(ようふう)会 土 1,2,3 9:00 ～ 12:00 ○

4 民謡　ひたち会 金 1,2,3 9:30 ～ 12:00 ○

5 日立こども囲碁教室 日 1,2,3,4 9:00 ～ 12:00 ○

時間

会 員 募 集

もみの木クラブもみの木クラブ


